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因
姻

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
財
政

は
、
加
入
者
の
高
齢
化
や
医
療
技

術
の
高
度
化
に
よ
り
医
療
費
が
年

々
増
加
し
、
非
常
に
厳
し
い
運
営

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

増
え
続
け
る
医
療
費

　

国
保
は
、
医
療
費
の
給
付
・
出

産
育
児
一
時
金
な
ど
の
支
給
や
成

人
健
康
診
査
な
ど
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
や
介
護
納
付
金
も
拠
出
し

て
い
ま
す
。

　

財
源
は
基
本
的
に
、
国
・
都
な

ど
か
ら
の
補
助
金
と
加
入
者
が
納

め
る
保
険
税
で
ま
か
な
う
仕
組
み

で
す
。
な
お
、
人
件
費
・
事
務
費

な
ど
の
費
用
に
つ
い
て
は
市
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
、
国
保
の
歳
出
予

２２

算
総
額
は
、
３
９
１
億
５
４
０
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
平
成

　

年
度
に
比
べ
て
、　

％
増
、　

１６

２４

７５

億
６
９
０
０
万
円
が
増
加
す
る
見

込
み
で
す
（
図
１
−
Ａ
参
照
）。

　

中
で
も
医
療
費
支
払
い
の
た
め

の
保
険
給
付
費
（
出
産
育
児
一
時

金
な
ど
を
含
む
）
は
、　

％
の
高

３５

い
伸
び
率
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図

１
−
Ｂ
参
照
）。

　

一
方
、
被
保
険
者
数
（　

歳
以

７５

上
を
除
く
）
は
、
平
成　

年
度
に

１６

比
べ
５
・
８
％
増
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
（
図
２
参
照
）。

　

ま
た
、
同
様
に
保
険
税
収
納
額

は
、
平
成　

年
度
の
税
率
改
定
以

１６

後
、
平
成　

年
度
に
後
期
高
齢
者

２０

が
国
保
か
ら
脱
退
し
た
影
響
も
あ

り
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
（
図
１
−

Ｃ
参
照
）。

１
人
当
た
り
の
収
支

　

保
険
税
収
納
額
が
横
ば
い
の
状

況
な
の
に
対
し
、
支
出
す
る
１
人

当
た
り
の
医
療
給
付
費
は
、
平
成

　

年
度
か
ら　

％
上
昇
し
、
平
成

１６

２９

　

年
度
は　

万
６
０
８
８
円
と
な

２２

２２

っ
て
い
ま
す
（
図
２
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
に
医
療
給
付
費
の
伸

び
に
見
合
う
財
源
を
確
保
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
赤
字
が
拡
大
す
る

　

国
保
に
は
、
他
の
健
康
保
険
組

合
な
ど
か
ら
、
医
療
費
の
比
較
的

高
い
退
職
高
齢
者
が
、
恒
常
的
に

加
入
し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。

　

現
在
、　

歳
以
上
の
方
の
保
険

６５

給
付
費
は
、
年
々
増
加
し
全
体
の

　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

５６
　

そ
の
た
め
、
健
康
保
険
組
合
な

ど
か
ら
国
保
を
支
援
す
る
「
退
職

者
医
療
制
度
・
前
期
高
齢
者
交
付

金
制
度
」
が
あ
り
ま
す
が
、
国
・

都
な
ど
か
ら
の
補
助
金
の
割
合
は

　

％
に
固
定
さ
れ
て
い
て
、
医
療

５０費
が
増
え
、
歳
入
が
不
足
す
れ

ば
、
保
険
税
で
ま
か
な
う
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
で
は
、
保
険
者
と

し
て
の
責
務
と
、
国
民
皆
保
険
制

度
を
堅
持
す
る
た
め
に
、
や
む
を

得
ず
赤
字
分
を
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
に
依
存
し
な
が
ら
、
事
業

を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

　

繰
入
金
は
、
平
成　

年
度
に
は

１６

　

億
６
１
０
０
万
円
で
あ
っ
た
の

３７が
、
平
成　

年
度
は
、　

億
６
１

２２

６２

０
０
万
円
と
な
る
見
込
み
で
、
市

税
収
入
全
体
の
９
・
６
％
を
占
め

て
い
ま
す
（
図
１
−
Ｄ
参
照
）。

　

こ
れ
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
市
民
１
人
当
た
り
約

１
万
５
０
０
０
円
を
市
税
か
ら
負

担
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
国
保
へ

　

町
田
市
の
高
齢
化
率
（　

歳
以

６５

上
の
人
口
が
総
人
口
に
占
め
る
割

合
）
は
、
現
在
、　

・
８
％
で
、

２０

平
成　

年
に
は　

％
を
超
え
る
と

２７

２５

推
計
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
の
赤
字
が
、
さ
ら
に
増
大

す
る
と
、
市
財
政
を
圧
迫
し
、
新

た
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
ず
、
既
存
の
サ
ー

ビ
ス
に
も
多
大
な
影
響
が
及
ぶ
こ

と
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
会
計
で
あ
る
国
保
事
業

は
、
本
来
独
立
採
算
に
よ
り
運
営

し
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
す
。

　

今
後
も
国
保
を
持
続
可
能
な
も

の
と
す
る
た
め
に
は
、
歳
出
で
は

医
療
費
を
適
正
化
し
、
歳
入
で
は

基
幹
的
な
財
源
で
あ
る
保
険
税
を

適
正
に
賦
課
し
、
確
実
に
収
納
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

適
正
化
へ
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
成
人
健
康
診
査
や
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
に
よ

り
医
療
費
の
適
正
化
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
納
付
相
談
や
滞
納

整
理
を
さ
ら
に
強
化
し
保
険
税
の

収
納
額
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
夏
に
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で

開
催
さ
れ
た
「
Ｕ
Ｃ
Ｉ 
Ｂ
Ｍ
Ｘ
世

界
選
手
権
大
会
」
の
５
～
６
歳
男

子
ク
ラ
ス
に
出
場
し
た
、
市
内
の

第
一
富
士
幼
稚
園
に
通

う
奥
山 
友  
翔 
さ
ん
（
６

ゆ
う 
と

歳
）
が
見
事
７
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

　
　

月　

日
に
そ
の
報

１０

１９

告
に
訪
れ
た
奥
山
さ
ん

は
、〝
Ｂ
Ｍ
Ｘ
の
自
転

車
に
乗
る
の
は
お
も
し
ろ
い
。
来

年
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
大
会
へ
行

く
〟
と
目
標
を
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22〔単位：百万円〕
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国民健康保険決算額の推移 図１
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赤字が拡大する赤字が拡大する
国保事業国保事業

□問 辺辺

Ｂ
Ｍ
Ｘ
の
世
界
選
手
権
大
会
で
７
位

入
賞
の
奥
山
さ
ん
が
市
長
を
訪
問

Ｂ
Ｍ
Ｘ
の
世
界
選
手
権
大
会
で
７
位

入
賞
の
奥
山
さ
ん
が
市
長
を
訪
問

町田市緑の基本計画改定（案）の概要
基本理念
　「町田の環境文化を育む多摩丘陵・里山回廊の
保全・再生・活用」

町田市の緑の将来像
　まとまりある緑地で構成されている１８か所の
「水と緑の拠点」と、拠点をつなぐ緑の回廊であ
る「多摩丘陵里山軸」、そして、河川と周辺の緑
地によって連なる「河川環境軸」で構成されて
います。

８つの基本方針
①多摩丘陵を支える骨格的な水と緑の緑地環境
を継承します。

②生物多様性を支える緑を守り、生きものと共
生するまちを目指します。

③里山の風景や緑あふれるまち並み景観を保全
・育成します。

④緑の機能により都市環境を向上させ、地球環
境保全に貢献します。

⑤緑を活かして市民の安全・安心と憩いを確保
します。

⑥緑に関わるさまざまな資源を活かして、人々

の交流を生み出します。
⑦緑を活用した地域の経済振興を推進します。
⑧緑とのふれあい活動と連携のしくみづくりを
推進します。

計画書の構成
○序章　緑の基本計画とは
・緑の基本計画の特徴　・計画改定の趣旨
○第１章　計画の改定にあたって
・改定のポイント　・改定の流れ　・計画の位
置づけ　・計画の目標年次　等

○第２章　町田市の緑の現況と課題　
・町田市の緑の現況　・町田市の緑の課題
○第３章　町田市の緑の将来像と目標
・町田市の緑の将来像　・緑の確保目標水準　
・緑の基本方針　等
○第４章　町田市の緑のまちづくりに向けた施
策の展開

・施策の体系　・具体的事業の展開　・計画の
推進にあたって

○資料編・用語解説
・町田市の緑を取り巻く現状　・（旧）町田市緑
の基本計画の取り組み実績

・町田市の緑に関する市民アンケート調査結果
概要　等

→→ご意見の提出方法について→→
募集期間　１２月２０日（月）まで
― 資料の閲覧及び配布 ―
　改定（案）の詳細は、町田市ホームページに掲載するほか、以下の
窓口で概要の閲覧及び配布を行っています。
・公園緑地課（木曽庁舎１階）、都市計画課（中町第三庁舎１階）、
市民相談室（本庁舎１階）、市政情報やまびこ(中町分庁舎１階)、市
民協働推進課（町田市民フォーラム３階）、各市民センター、町田・
南町田の各駅前連絡所、木曽山崎・玉川学園文化の各センター、各
市立図書館、町田市民文学館、相原中央公園、忠生公園、かしの木
山自然公園、野津田公園、町田中央公園
※各窓口で開所日・時間が異なります。ご注意下さい。

― 意見提出方法 ―
①郵送　配布資料に添付されている専用封筒（料金受取人払郵便）
を利用するか、公園緑地課（〒１９４−００３３　木曽町２１８５−１）へ

②ファクシミリ　返 ７９３・７６１７
③Ｅメール　mcity６６０@city.machida.tokyo.jp
④窓口への提出　公園緑地課（木曽庁舎１階）ほか、上記資料配布
窓口へ

― 注意事項 ―
・書式は自由ですが、住所・氏名・連絡先・件名を明記して下さい。
・電話、窓口での口頭によるご意見は、お受けできません。
・ご意見への個別回答は行いません。
・公序良俗に反するもの、特定の団体・個人等に対する誹謗中傷が
含まれるものは無効とします。
・寄せられたご意見の概要及び市の考え方は、個人情報を除き、３
月上旬に公表します。

パブリック
コメント
概　要

町田市緑の基本計画
改定（案）

皆さんのご意見をお寄せ下さい

問公園緑地課 辺辺７９３・７６１３
　　　　　　 返７９３・７６１７

　町田市の緑の現状や、緑を取
り巻く社会情勢の変化に対応し
た改定を行うため、昨年から検
討を重ねてきましたが、この度
改定案がまとまりました。
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入賞の盾と奥山友翔さん


